 戦争はいやだ！平和憲法守ろう！日野の会　ニュース 　　第８号　６月２９日
７・５ピースパレードまで残る1週間、全力で参加のおさそいを
世論無視の「戦争法」強行ねらう安倍暴走をくい止めるため、何としても1000人参加、500人以上のパレードを！
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　戦争法案は、審議すればするほど危険な内容と憲法違反がはっきりし、世論調査では、法案に反対が58.7％に急増し（共同通信、6/20・21）、今国会での成立についても、「廃案」「今国会にこだわらず慎重に審議」が合わせて80.3％に達しています（時事通信、6/5～8）。安倍内閣の支持率は３９％に減少し、女性ではついに逆転しました（朝日新聞、6/20・21）。追いつめられているのは、安倍内閣です。
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それなのに、安倍内閣は、国会を9月まで延長して何としても強行する構えで、7月上旬に衆議院で採決強行をねらっています。26日の安保特別委員会で、安倍首相が「国民の支持が十分でないが、政治家は有権者を代表し、決める時には決める」と答弁したことは、おごりと焦りの現れであり、民主主義への挑戦です。
７・５ピースパレードは、「戦争法案」強行ねらう安倍政権の暴走に対して、日野市民のＮＯの声を突き付ける絶好の機会です。集会、パレード、沿道からの応援を含めて1000人が参加し、500人以上がパレードに参加する大行動となるよう、お誘いと配車などのとりくみを強めましょう。

平和の思いをアピールするプラカード、音の出るもの、楽しい仮装など、参加者一人一人が主役のパレードにしましょう
　事務局で、集会とパレードの準備をすすめています。スタート集会では、小学生が『へいわってすてきだね』の詩の朗読、若い世代と熟年世代から「戦争許さない思い」「平和憲法を守る決意」、議員や法律家などからのメッセージ紹介、そして集会アピールを確認し、皆さんで平和のコールを響かせます。
ピースパレードも、一人一人の平和の願いがアピールできるように、準備を始めています。さる26日に行った記者会見でも、どんなパレードになるのか質問が集中しました。当日も、新聞社などの取材があります。
各地で宣伝行動が続々

　高幡不動参道や日野駅近くの商店街、多摩平のパレード沿道で、30数枚のチラシを貼り出しました。7/1にはさらに沿道の張り出しを予定。6/30と7/2には、多摩動物公園駅で大学生へ宣伝。
地元の神明では、29日から連日の宣伝を予定。百草園9条の会も6/30に駅頭宣伝を計画しています。
宣伝カーが連日市内を回っています。27日夕方の豊田駅前宣伝では、ピースパレード参加しますという若者が4人も。





パレードの概要が決まりました


◎ 第１グループは、子どもたちがポスターを持って先頭を歩き、乳母車の親子連れ、家族連れ、個人参加の方が続きます。


第2のグループは、市民団体や労働組合など団体で参加の皆さんです。


◎ 一人一人がプラカードでアピールしたり、声や歌で訴えたり、ドラムも加わってリズムに合わせてピースコールも行います。


自分に合ったやり方で、「戦争はいやだ」「平和憲法守ろう」の意思を示しましょう。


◎ 地域や団体でも、プラカードや横断幕などの準備をお願いします。会としても花田さん(三沢)の手作りアピールボードを100枚準備中です。





高幡不動のお不動さんに合わせて、新婦人が独自に宣伝　6/28








